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はじめに

日本の武道は現在世界中に広がりつつあり，国際化している。人々は単に身体的・

技術的な面だけではなく，修行において心・精神面も求めているように思われる。言

うまでもないが，武道は，単なる結果として示される成績だけを目的としているので

はなく，人格を完成する「道」であることにつながる。即ち，勝敗のような計ること

のできる結果は優先的なことではなく，修行のプロセス自体がより大切なことである。

武道の本質はそのような「心技体」の密接不可分な統一である。

これまで，筆者は，「日本武道における「道」の一考察」１，及び「日本武道における

「空」の一考察」２，において「道」及び「空」について論じてきた。今回はそれに引き

続き，武道文化の中で「型」という概念がどのような意味や役割を持っているのかを

考察してみたい。

「型」及び「形」の概念試論

日本の伝統的文化は「型の文化」と言われる３。しかしながら「道」や「空」と同

様，「型」の概念は広範囲に及ぶために，その意味は容易に捉え難い。例えば外国語に

翻訳する場合，当てはまる言葉を探そうと試みると，その分野によって，「フォルム」，

「手本」，「タイプ」，「スタイル」などいくつかの可能性が生じてくる。

「型」は基本的に伝統的な日本の「芸」・「道」やそれらの「流派」の中の一つの修行

方法であり，今日に至るまでたいがい修行の中心に置かれている。武道の修行者は「型」

を通じて，その「道」の達人によって工夫・創造された一人あるいは数人の仮想敵，

あるいは実際の練習相手に応用した技や身体の動きを繰り返しながら行って身につけ

るものである。しかし，「型」は例えば儀礼化された戦いを習得すること，また基本技

法をより深く身につけること，あるいは美的な動きを表出することに止まらない。即

ち，それぞれの武道の技や動きを取得すること，いわゆる技術・身体的な面に加えて，

内面的（心・精神的・感覚的）な原理，たとえば基礎的な戦略や思想なども含んでい
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る。空手道の例をもって示そう。空手道のすべての「型」の最初の動作は〈防御的技〉

ないし〈受け〉である。その中には，その道の一つの基本的原理を見てとることがで

きる。即ち危急以外の日常では，先手攻撃を行わないということが明確に示されてい

る。故に「型」は「技」や「体」のみを修行範囲に含めるだけではなく，それらによっ

て「心」の修行も可能にしているのである。

根底にある意味レベルでは，「型」は伝統的な「芸」・「道」ないし，より狭義の意味

で，各々の「流派」の本質的な要素や原理を含んでいる。型は繰り返し見習うことに

よって，また主として直観的な伝承と習得の実践によって，本質的な要素や原理の認

識とその習得を可能にする。即ち，型は「芸」・「道」ないし「流派」の本質をつかむ

手段であると同時に，各々の「芸」・「道」や「流派」の本質的な身体・技術的，そし

て内面的な内容の〈容器〉でもある。少なくとも本質的な内容はこの〈容器〉を通じ

て，世代から世代に伝えられ，さらに維持することができる。

この根底にある意味レベルの段階において，型による修行プロセスは決して完結す

ることのないものと見なされる。修行プロセスは，もちろん根底にある意味レベルの

段階を含みながら，もっと広義のレベルで，三つの段階を包含している。その三段階

は武道においてもしばしば「守・破・離」４と称されている５。

「守」と言う最初の段階では，「型」が修行者の，いわゆる自分自身による何かしら

の変化を加えることなく，もっぱら真似る，ないしは模写することを求められている。

このことは日頃の反復練習，即ち稽古の繰り返しを通じて，習得したことにある種の

自動的な表出が生じるまで，そして修行者が型の所定の枠の外ではむしろ行動しづら

くなるまで続けられる。即ち，この段階では型に含まれるそれらの「芸」・「道」ない

しはそれらの「流派」の本質的な要素や原理が修行者と固く結ばれるように深められ

るべきなのである。

次いで「破」の段階に入る。この段階では，型の基礎を完成させるために努力しな

がら，型の持つ所定の枠を破る。即ち，自分自身から生じてくる型の限界，例えば身

体的・技術的な限界を知り，そしてそこから自らに合ったバリエーションを造り出す

べきである。

次の第三段階は「離」である。ここでは本質的な要素や原理と調和した上で，所定

の型の枠から解放され，自らの自由が回復し，行為が個人的な意思に従い，創造的な

行動を行う。空手道四大流派の一つである和道流開祖大塚博紀はこの「離」の段階を

自分の流派の中で次のように説明している：

「... 全てを離れてより勝れた新しいものを創造せよという意である」。６

しかし，この創造的な行動は多くの場合，おそらく少なくとも本質的な要素に影響を
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及ぼさない，より高度の発展である。本質的な要素に変化が及ぶ場合には，新しい

「流派」が誕生することになり，より進んだ場合には，新しい「芸」あるいは「道」が

誕生する。言うまでもなく，この新しい「流派」あるいは「芸」・「道」には社会的な

承認が条件となる。

修行者がどの段階まで至るか，それにはさまざまな要因があるが，最終的には自ら

の努力次第であると思われる。

日本の文献の中で「かた」という概念を表わす時，武道以外の伝統的な「芸」・「道」

においては，主として「型」の文字が用いられている。武道の場合，「型」が使われる

一方，「形」という文字も見受けられる。しかし，空手道を例に取ると，どちらの文字

に関してもそれらを使う理由の説明はほとんどなされていないのが現状である７。

字源となっている〈絵〉を見ると，「型」の文字は「法則になる土がた」ないしは

「鋳型」を示す８。武道の「型」は一義的に運動の〈手本〉を示しているので，全く同

じコピーはできないが，ほぼ同じようなコピーが無限にできる。この点では上に述べ

た意味と一致している。しかし，物をつくる鋳型とは異なり，〈人間〉であるが故に，

練習いわゆる稽古を怠れば身につけた運動フォルムを再び消失する可能性がある。

「形」という文字が「いろいろな模様をなすわくどりやかたのこと」９を示す。他の伝

統的な「芸」・「道」とは異なり，武道の「かた」の場合は，敵を想定し，相手がいる

ことを前提しているので，武道家のある人々は次のように主張する。「形」は固定され

たフォルムを示す「型」よりも，所定のフォルムがあったにしても，相手に対応する

ことあるいは変化することの自由をより強調しているのである１０。

中林信二はこの二つを次のように見ている。

「... 武道において先人から，われわれに伝達されているのは「型」の概念として

とらえられよう。「形」は実際に表現され，具体的なかたちとしてとらえられる場合

の概念といえる」。１１

武道では「かた」の概念を示す時に，どちらの文字を用いるかは，その人が何を強

調したいかということに懸かっている。これに対して，服部幸雄は次のように述べる。

「「型」は基本的に「形」（フォルム）であるけれども，ただ一度の機会にだけ行わ

れた「形」は「型」ではない。ある「形」が「型」になって定着し，固定するのは，

幾度も繰り返してその「形」が演じられ，時代の観客［や修行者］によって承認さ

れること，そして，その「形」がある種の規範となって，［世代］から［世代］へと

伝承されることが前提となる」。１２（［ ］は筆者による）

この解釈に従えば，「形」あるいは「型」は本質的に意味が異なるのであり，どちらの

文字を用いても良いということは，この二つの文字を同等と見なす現代的傾向の中で
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初めて可能になる。

【注釈】

１ ビットマン ハイコ（２００２）「日本武道における「道」の一考察」，『金沢大学留学生センター紀要・第

５号』，��．３３－３８。

２ ビットマン ハイコ（２００３）「日本武道に見られる思想の研究（その２），日本武道における「空」の一

考察」，『金沢大学留学生センター紀要・第６号』，��．４９－５４。

３ 中林信二（１９８７）『武道のすすめ』，中林信二先生遺作集刊行会，�．１６３，また源了圓（１９８９）『型』，創

文社，�．３２を参照。

４ この三段階の分け方は，茶道江戸千家開祖川上不白（１７１９－１８０７）によるものと言われている（源了圓

（１９９２）『型と日本文化』，創文社，�．３１を参照）。江戸千家は表千家からの分派である。

５ さまざまな「芸道」に関する文献は，表現が異なっていても，「型」を守る大切さを強調しながら，型

の中に留まってはならないことや，型から離れなければならと言う戒めが多数見受けられる。

６ 大塚博紀（１９７０）『空手道第一巻』，大塚博紀最高師範後援会，�．１４。

７ 例外的に「かた」の文字に関する使用根拠を示しているのは次の文献である：大塚博紀（１９７０）『空手

道第一巻』，大塚博紀最高師範後援会，��．１６－１７，あるいは，藤原稜三（田中晶編）（１９７７）『空手道』，

創造，�．１６６。

８ 源了圓（１９８９）『型』，創文社，�．９。さらに，藤堂明保（２０００）『学研 漢和大字典』，学習研究社，�．

２７４を参照。

９ 藤堂明保（２０００）『学研 漢和大字典』，学習研究社，�．４３８。

１０ ��������	��
���������������	
��
�������������������������������	�����
��������������������������	
�����������

������１９９５�４����３７を参照。例として，空手道の四大流派を見ると，これに似た見解を示すのは和道流開

祖大塚博紀である（大塚博紀（１９７０）『空手道第一巻』，大塚博紀最高師範後援会，��．１６－１７を参照）。

しかし剛柔流開祖宮城長順，糸東流開祖摩文仁賢和，及び松濤館流の父と言われている富名腰義珍は彼

等の著した文献の中では「型」の文字を用いている（参考文献を参照）。

１１ 中林信二（１９８７）『武道のすすめ』，中林信二先生遺作集刊行会，�．１６３。

１２ 服部幸雄（１９８３）「型掌論」，『文学・第５１巻，第１１号』，岩波書店，�．９０。服部は「型」・「形」を歌舞伎

において解説している。なお「世代」は原文では「俳優」である。

【参考文献】

今村嘉雄（１９６６）『日本武道全集』，人物往来社

大塚博紀（１９７０）『空手道第一巻』，大塚博紀最高師範後援会

田中晶編（１９７７）『空手道』，創造

藤堂明保（１９７７）『「武」の漢字「文」の漢字・その起原から思想へ』，徳間書店

藤堂明保（２０００）『学研 漢和大字典』，学習研究社

中林信二（１９８７）『武道のすすめ』，中林信二先生遺作集刊行会

服部幸雄（１９８３）「型掌論」，『文学・第５１巻，第１１号』，岩波書店，��．８２－９２

ビットマン ハイコ（１９９７）「空手道の歴史と『教え』について」，『東北アジア体育・スポーツ史学会組織

委員会，東北アジア体育・スポーツ史学会第２回大会抄録集』，東北アジア体育・スポーツ史学会組織委員会，

��．４３９－４４９。

二木謙一，入江康平，加藤寛（１９９４）『日本史小百科・武道』，東京堂出版
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富名腰義珍（１９３５）『空手道教範』，大倉廣文堂

摩文仁賢和，仲宗根源和（１９３８）『空手道入門（別名空手術教範）』，京文社書店

源了圓（１９８９）『型』，創文社

源了圓（１９９２）『型と日本文化』，創文社

宮城長順（１９３４）『唐手道概説』，（手稿）
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